ので、 伊豆の 温泉のお 歴々 が 嘆く ので ある。 コモ 一枚 

だって タダ ではない。 実に、 物価 は 高いです。 それが 

毎日の ことではないです か。 ああ。 熱 海 巿会は 百万 円 

の タメ 息 を もらす。 

大 島の 三 原 山 自殺が 盛大の ころ は、 こうで はな かつ 

た。 光栄 ある 先鞭 をつ けた 何人 だかの 女学生 は、 三 原 

山 自殺の 始祖と して、 ほとんど 神様に 祭り あげられて 

いた。 後に つ、 V く 自殺者の 群に よってで はなく、 地元 

の 島民に よってで ある。 何 合 目 かの 茶店の 前に は、 始 

祖御 休憩 の 地と いうよう な 大きな 記念碑が 立って いた 

ので ある。 



大島は 地下水の ない ところ だから、 畑 もな く、 島民 

は もっぱら 化け物の ような 芋 を 食い、 栄養 補給に はァ 

シタ ツバ (又は、 ァス ツバ) という 雑草 を 食い、 牛乳 

をのんで いた。 ァシ タツ パ という 雑草 は、 今日 芽が で 

ると 明日 は 葉 ツバが 生じる という 意味の 名で、 それぐ 

らい 精 分が 強いと いう。 大 島の 牛 は それ を 食って いる 

から 牛乳が 濃くて うまい という 島民の 自慢 だ。 

三 原 山が 自殺者の メッカになる まで、 物産の ない 島 

民 は 米 を 食う こと もで きなかった。 自殺者と、 それ を 

めぐる 観光客の 殺到に よって、 島民 はうる おい、 米 も 

食える し、 内地な みに 暮せ るよう になった という。 



けて 飛び こむ と、 実に 鄭重な 扱い をして くれる そうだ。 

水 屍体 を あげる と 大漁が あると いう 迷信の せ い であ 

る。 現に 大漁の 真ッ 最中で も、 屍体が あがる と、 漁 を 

ほッ たら かして、 ォ 力へ 戻リ 鄭重に 回向して 葬る そう 

だ。 さらによ リ大 いなる 大漁 を 信じて いるから だとい 

う。 富 戸と い う 漁村 は 水 屍体 を 鄭重に 葬る ， J と には歴 

ひる 

史 があって、 頼 朝が 蛭ケ 小島に 流されて いたと き 伊東 

祐 親の 娘 八重 子と 通じて 千 鶴 丸 をもう けたが、 祐親は 

平氏に 親しんで いたから、 幼児 を 松 川の 淵へ 棄て させ 

てし まった。 稚児の 屍体 は 海へ 流れて、 迪 りついた の 

が 富 戸の 断崖の 海岸 だ。 これ を甚衛 門と いう 者が 手厚 



かからなかった。 推理小説の 名探偵 はダ ラシがない も 

の だ。 

二人の 探偵の 相違が どこに あるかと いうと、 ホン モ 

ノの 探偵 は 倒れた 窓 を ジッと 見て いたが、 おもむろに 

手袋 を はめる と、 先ず 第一 に (しかり。 先ず、 第一 に！) 

敷居に 手 を かけて 押してみ たので ある。 ほかに 何もし 

ないで、 先ず 敷居に 手 を かけて 押してみ た。 驚くべし。 

敷居 は 自在に グ ラグ ラ うごき、 その都度 一 一十 度 も 傾い 

たので ある。 

私と きて は、 敷居 は 動かない ものと きめて、 手で 押 

して 調べて みる ことな ど は 念頭に なかった。 その イワ 



湯 河原の 天野屋 旅館に いる ことが 分った。 時に 三月 三 

日、 桃の節句の 真夜中で、 五名の 刑事 は 一 夜 腕を撫 し、 

四日の 一 番 列車で 伊東 を 出発して、 湯 河原の 目 ざす 旅 

館へ ついた のが 六 時半、 寝 こみ を 襲って、 つかまえた 

という。 

そのと き、 この 男 は 革の カバンに、 十一 万 三千 円の 

現金と、 外国製 時計 七 個 (うち 四 個 金側)、 ダイヤ 指輪 

ニッ、 写真機、 万年筆 四 本、 等 を もっていた。 私の 全 

財産よりも、 だいぶ 多い。 万年筆まで、 文筆業の 私よ 

り も タク サン 持って いたので ある。 ほかに 雨戸 や 錠前 

を こじ あける ための ぺ ンチ その他 七ッ 道具 一 式 持って 



できる と は 信ぜられ ないから であつ た。 

ハンスト などと いう もの は、 甚 しく 毅然た る 精神 を 

必要と する ものに 相違ない。 集団 ハンスト とか、 銀座 

街頭の ハンスト など は、 下の 下で ある。 

孤独なる ハンストに 至って は、 奥深く して 光芒 を 放 

ち、 神秘に して 毅然、 とうてい 凡夫の 手のと どく 境地 

ではない。 一 つの 高く 孤独なる 魂の 運動 を 直線と する。 

俗物 どもの 低俗な 社会 契約が、 この 直線 を 切る ので あ 

る。 その 切 点 は 一 瞬に 火 を ふく。 高い 孤独な 魂の 苦悶 

が 一 瞬に 鋭い 慟哭と 化した からで ある。 それ は 流星が 

空気に ふれて 火 を ふきその 形 を 失う の に似てい る。 I 



I こう 考えて、 私 はこと ごとく 敬服した。 

折から 文藝春秋 新 社の 鈴 木 貢が 遊びに きたので、 私 

は 温泉 荒しの 敬服すべき 武者 プリに ついて、 説明した。 

「バルザックの 武者 ブリ は、 当代の 文士の 生活に は そ 

の 片鱗 も 見られな いね。 たまたま 温泉 荒しの 先生の 余 

裕綽々 たる 仕事ぶ リに、 豪華な 制作 意欲が うかがわれ 

る だけ だ。 芸道 地に 墜 ちたり 矣」 

鈴 木 貢 は 社へ 戻って、 温泉 荒しの 武者 ブリを 一同に 

吹聴した。 

膝 をた たいた のが、 池 島 信 平で ある。 

「巷談の 五 は、 それでい こうよ。 グッと 趣き を 変えて 



最も 卑俗な ところ を 忘れて はいけ ない な、 と 私は自 

戒 した。 とかく それ を 忘れがち だからで ある。 窓の 土 

台 を 押してみ るの を 忘れて 推理して いるた ぐいだ。 

そこで 私 は 考えた。 ハンスト というの は マユ ツバ モ 

ノだ。 先生、 豪遊が すぎて、 腹 を こわして いるの じ や 

*」 ヽ ゝヽ .V 1 o 

なレカ と 

警察の 人に きいて みると、 私の 考えた 通りで、 

「あれに は 騙され ましたよ。 ナニ、 連日の 飲みす ぎで、 

下痢して たんです な。 相当に 胃が ただれて いるよう で 



ある。 保釈で 出て は 新しい 仕事 をして いる。 

温泉 荒しの 泥棒と いっても、 たしかに、 彼の 場合 は、 

完全な 智能 犯 だ。 狸 御殿の 殿様よりも、 チ ミツな とこ 

ろが あるか も 知れない。 彼の 編み だした 温泉 荒しの 方 

法 は、 勝負が 詐欺よりも 手 ッとリ 早い し、 ある 意味で 

は、 安全率が 高い。 なぜなら、 誰に も 姿 を 見られて い 

ないから である。 見た 人 はあって も、 疑われて はいな 

ヽ o 

レ 

かくの 如くに 頭脳 優秀な 彼が、 もてる 金 を 有効 適切 

に 活用す るた めに、 ハンスト、 保釈 を 計画した の は 当 

然で、 保釈と いう こと を 知らなかった 私が トン マと い 



う- とになる。 

ところが、 智能 犯 は 彼 一人で はない。 犯と 云って は 

悪い けれども、 まことに、 どうも、 生き馬の 目 をぬ く 

こと、 神速、 頭脳 優秀な の は 彼 一人ではなかった ので 

ある。 

芸者、 料理屋、 待合な どから、 なぜ ゴッ ソリ差 入れ 

が あるかと いうと、 これが 又、 彼の 持てる 金 故で ある 

という。 つま リ、 彼に 貸金の ある 連中が、 それ を 払つ 

て 貰うた めに、 せッ せと 差 入れして いるので ある。 

私 はこれ をき いて アツと 驚き、 しばし は 二の句の つ 

げ ない 状態であった。 まことに、 どうも、 真相 は 卑俗 



ので、 苦楽 相半ばする ところに、 ある もの だ。 悪と い 

う ものが なくなれば、 おのずから 善 もない。 人生 は 水 

の 如くに 無色 透明な ものが ある だけで、 まことに ハリ 

アイ もな く、 生き ガイ もない。 眠る に 如かず である。 

人間 は 本来 善悪の 混血児で ぁリ、 悪に 対する ブレ— 

キと 同時に、 憧慣を も 持って いるの だ。 そして、 憧慣 

の あらわれ として 忍術 を 空想しても、 おのずから 限界 

を 与えずに はいられな いので ある。 これが 人間の 良識 

であり、 這^の 限界に 遊ぶ こと を 風流と 称する ので あ 

る。 

忍術に も 限界が あると いう こと、 この 大きな 風流 を 
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